
地
域
を
牽
引
す
る
中
核
市
の
更
な
る
機
能
強
化
に
向
け
た
緊
急
提
言 

    

我
が
国
で
は
、
東
京
一
極
集
中
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
な
ど
、
喫
緊
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
地
域
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
中
核
市
が
基
礎

自
治
体
と
し
て
住
民
生
活
に
身
近
な
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
近
隣
基
礎
自
治
体
と
緊
密
な
連
携
を
図

り
、
地
域
の
牽
引
役
を
果
た
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

我
々
「
中
核
市
と
と
も
に
地
方
分
権
を
推
進
す
る
国
会
議
員
の
会
」
は
、
真
の
分
権
型
社
会
を
実
現
し
、

中
核
市
が
核
と
な
り
地
域
の
活
力
を
高
め
、
日
本
経
済
の
活
性
化
、
住
民
福
祉
の
向
上
な
ど
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
党
派
を
超
え
た
国
会
議
員
で
構
成
す
る
組
織
で
あ
り
、
中
核
市
の
更
な
る
機
能
強
化
が

必
要
と
判
断
し
、
特
に
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
積
極
的
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
緊
急
提
言
す
る
も
の
で

あ
る
。 

   

一
．
中
核
市
の
事
務
権
限
に
見
合
っ
た
税
源
の
移
譲
に
つ
い
て 

 
 

事
務
配
分
の
特
例
と
し
て
、
中
核
市
に
は
保
健
所
の
設
置
を
は
じ
め
と
し
て
都
道
府
県
の
事
務
・
権
限
が

移
譲
さ
れ
て
い
る
が
、
移
譲
さ
れ
た
事
務
に
必
要
な
財
源
に
つ
い
て
は
、
主
に
地
方
交
付
税
に
よ
っ
て
措
置

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
見
合
う
税
源
が
都
道
府
県
に
残
さ
れ
た
ま
ま
移
譲
さ
れ
て
い
な
い
。 

中
核
市
が
地
方
の
中
核
都
市
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
移
譲
分
も
含
め
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
税
の
徴
収
権
者
を
一
致
さ
せ
る
観
点
か
ら
見
直
し
、
都
道
府
県
か
ら
税
源
移
譲

を
行
う
な
ど
、
税
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
適
切
な
普
通
交
付
税
措
置
を
行
う
こ
と
。 

   

二
．
新
た
な
広
域
連
携
制
度
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て 

我
が
国
は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
よ
り
人
々
が
快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
の
基
盤
が
失
わ
れ
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に
提
供
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
深
刻
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
県
と
市
町
村
と
の
垂
直
連
携
か
ら
、

近
隣
市
町
村
を
一
つ
の
圏
域
と
す
る
水
平
連
携
へ
の
移
行
を
更
に
進
め
、
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
な
ど
の
広

域
連
携
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
中
核
的
機
能
を
果
た
す
自
治
体
で
あ
る
中
核
市
の

役
割
は
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い
る
。 

更
に
広
域
連
携
を
促
進
す
る
た
め
に
、
都
道
府
県
と
市
町
村
の
役
割
を
見
直
し
、
中
核
市
を
中
心
と
し
た

広
域
的
な
権
限
の
移
譲
や
制
度
の
緩
和
な
ど
、
柔
軟
な
仕
組
み
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

   



  

三
．
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
方
式
の
制
度
改
善
に
つ
い
て 

 
 

提
案
募
集
方
式
の
趣
旨
で
あ
る
地
方
の
発
意
に
根
ざ
し
た
取
組
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
提
案
対
象
を
権

限
移
譲
と
規
制
緩
和
に
限
定
せ
ず
、
税
財
源
配
分
や
税
制
改
正
に
係
る
事
項
を
追
加
し
、
更
に
、
広
域
的
に

対
応
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
は
、
地
方
か
ら
国
へ
又
は
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
へ
の
移
譲
も
提
案
対
象
に
加

え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
単
に
他
地
域
で
の
ニ
ー
ズ
や
過
去
の
検
討
・
方
針
を
も
っ
て
結
論
付
け
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
是

非
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
性
や
必
要
性
を
十
分
に
勘
案
し
対
応
す
る
こ
と
。 

   

四
．
中
核
市
へ
の
児
童
相
談
所
の
必
置
に
つ
い
て 

 
 

現
在
、
社
会
保
障
審
議
会
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
新
た
な
子
ど
も
家
庭
福
祉
の
あ
り
方
に
関
す
る
専
門
委

員
会
に
お
い
て
、
二
年
後
を
目
途
と
し
て
中
核
市
に
児
童
相
談
所
を
必
置
と
す
る
こ
と
が
論
点
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
。
現
行
法
上
中
核
市
も
児
童
相
談
所
は
設
置
可
能
で
あ
る
が
、
財
政
支
援
の
不
足
や
専
門
的
人
材

の
確
保
な
ど
か
ら
、
設
置
し
て
い
る
中
核
市
は
二
市
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
児
童
福
祉

行
政
の
実
態
や
各
自
治
体
の
現
状
、
意
向
を
踏
ま
え
ず
、
中
核
市
に
短
期
間
で
一
律
に
児
童
相
談
所
を
必
置

と
す
る
こ
と
は
、
現
場
に
混
乱
を
招
き
、
事
態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。 

 
 

し
た
が
っ
て
、
児
童
相
談
所
設
置
自
治
体
の
拡
大
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
準
備
の
た
め
の
十
分
な
期
間

の
確
保
、
必
要
と
な
る
専
門
的
人
材
及
び
財
源
の
確
保
、
都
道
府
県
の
果
た
す
べ
き
役
割
の
明
確
化
等
に
つ

い
て
慎
重
な
審
議
を
行
い
、
具
体
的
な
制
度
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、中
核
市
と
も
十
分
な
協
議
を
行
う
こ
と
。 

  

右
、
決
議
す
る
。 
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